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〈２・３面〉�社専ソフィア会
〈４面〉新任教員紹介、
	 教員リレーコラム、他

改
元
の
年
を
迎
え
て
昨
今
は
平

成
の
三
〇
年
間
を
回
顧
す
る
機
会

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
思
え
ば
平

成
元
年
に
起
こ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の

壁
の
取
り
壊
し
は
、
東
西
冷
戦
の

終
了
と
新
し
い
平
和
な
時
代
へ
の

期
待
を
象
徴
す
る
も
の
と
受
け
止

め
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
現
実
に
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
で
技
術

革
新
が
進
み
、
そ
の
恩
恵
と
共
に

弊
害
も
深
刻
化
す
る
世
界
が
到
来

し
た
。
貧
富
の
格
差
に
注
目
が
集

ま
る
が
、
そ
し
て
世
界
全
体
を
見

れ
ば
富
の
偏
在
が
明
ら
か
に
社
会

の
不
安
定
化
を
も
た
ら
し
て
い
る

の
だ
が
、
そ
れ
に
も
増
し
て
我
々

に
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
の
は
、
こ

の
先
に
ど
の
よ
う
な
世
界
が
待
っ

て
い
る
の
か
明
確
に
は
見
え
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
よ
う
な
状

況
で
何
か
の
決
断
し
行
動
す
る
可

能
性
の
中
か
ら
選
び
取
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
個
人
で
あ
れ
社
会
で

あ
れ
、
自
己
の
存
在
理
由
、
言
い

換
え
れ
ば
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
形
成
す
る
価
値
の
意
識

が
決
定
的
に
重
要
と
な
る
。

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
選
出
直

後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
読
ん

だ
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
教
皇
と

し
て
の
行
動
原
則
な
り
教
会
統
治

の
方
針
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
次

の
様
な
主
旨
の
答
え
を
し
て
い

た
。
何
か
の
原
則
を
立
て
そ
れ
に

基
づ
い
て
判
断
し
た
り
行
動
す
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
時
そ
の
場
の
具
体
的
な
必
要
に

応
え
る
の
が
自
分
の
行
動
様
式

だ
、と
。し
か
し
こ
の
返
答
を
も
っ

て
教
皇
が
無
原
則
、
無
節
操
な
人

間
だ
と
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
伝
統
で
い
う
「
識

別
」
に
つ
い
て
教
皇
は
語
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
よ
り
普
遍
的
で
よ
り

根
本
的
な
価
値
あ
る
も
の
に
照
ら

し
て
、
個
々
の
原
理
原
則
、
判
断

や
実
践
を
選
び
取
っ
て
い
く
。
そ

の
よ
う
な
選
び
が
可
能
と
な
る
た

め
に
は
、自
ら
が
何
処
か
ら
来
て
、

今
何
処
に
居
り
、
何
処
へ
と
向
か

お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
自
己
の

根
源
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
自
ら
し
っ
か
り
と
把
握
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
識

別
の
大
前
提
で
あ
る
。
こ
の
前
提

の
も
と
に
個
々
の
時
に
応
じ
た
原

理
原
則
や
方
針
、
果
て
は
夕
食
に

何
を
食
べ
る
べ
き
か
と
い
う
よ
う

な
些
細
な
行
動
ま
で
も
、
決
断
し

選
び
取
っ
て
い
く
の
が
「
識
別
」

で
あ
る
。

私
た
ち
の
上
智
社
会
福
祉
専

門
学
校
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
こ

と
が
当
て
は
ま
る
。
社
会
的
要
求

も
あ
っ
て
私
た
ち
は
現
在
の
評
価

と
将
来
へ
の
計
画
に
つ
い
て
は
否

応
な
し
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
だ

が
、
過
去
つ
ま
り
私
た
ち
の
学
校

の
起
源
に
何
が
あ
り
、
何
を
求
め

て
来
た
の
か
に
つ
い
て
、
常
に
意

識
す
る
こ
と
に
も
十
分
に
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
社
専
の
創
立
に
関
わ
る
歴
史

的
背
景
や
経
緯
は
、
栃
本
一
三
郎

教
授
が
『
上
智
大
学
社
会
福
祉
研

究
』（
二
〇
一
八
・
三
号
）
に
詳
し

く
述
べ
て
お
ら
れ
る
（「
上
智
の

社
会
奉
仕
の
変
遷
と
今
日
―
修
道

会
・
教
育
・
社
会
事
業
、
そ
し
て

社
会
福
祉
教
育
の
意
味
」
同
二
八

～
六
六
頁
。
特
に
四
六
頁
参
照
）。

栃
本
教
授
は
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
以

来
の
キ
リ
ス
ト
教
、
と
く
に
カ
ト

リ
ッ
ク
の
社
会
事
業
史
と
い
う
大

き
な
視
野
の
中
に
、
上
智
大
学
の

社
会
事
業
と
社
会
福
祉
教
育
を
位

置
づ
け
、
そ
の
中
で
社
会
福
祉
学

科
と
社
会
福
祉
専
門
学
校
の
創
立

に
つ
い
て
、
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
神
父

が
実
現
し
よ
う
と
し
た
理
想
が
深

く
関
わ
っ
て
い
る
と
論
じ
て
お
ら

れ
る
。
高
等
教
育
機
関
で
の
学
問

研
究
に
は
縁
遠
い
と
思
わ
れ
て
い

た
時
代
に
す
で
に
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ

神
父
は
先
進
的
な
社
会
福
祉
教
育

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
知
識
・

理
論
の
深
い
修
得
に
裏
打
ち
さ
れ

た
実
習
教
育
で
あ
り
、
同
時
に
哲

学
・
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
学
び
を

と
お
し
て
倫
理
観
・
価
値
観
の
確

立
を
も
も
た
ら
す
教
育
で
あ
っ

た
。
も
っ
と
も
社
専
創
立
当
初
は

保
育
課
程
が
中
心
で
カ
ト
リ
ッ
ク

の
修
道
女
が
多
く
そ
こ
で
学
ん
で

い
た
、
と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、

単
に
知
識
や
技
術
・
技
能
の
修
得

を
も
っ
て
良
し
と
す
る
こ
と
に
満

足
せ
ず
、
専
門
職
に
不
可
欠
な
倫

理
・
価
値
観
の
涵
養
を
重
視
し
て

い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。
世
界
の
未
来
に
不

安
を
感
じ
る
の
は
、
悪
し
き
利
己

主
義
が
個
人
に
も
集
団
に
も
支
配

的
と
な
り
、
他
者
を
思
い
や
り
寄

り
添
う
と
い
う
人
類
共
生
の
基
本

と
な
る
人
間
的
価
値
が
棄
損
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
不

安
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
裏

返
せ
ば
、
世
界
が
悪
し
き
も
の
に

流
さ
れ
な
い
よ
う
抵
抗
し
よ
り
良

い
人
間
共
同
体
を
創
造
す
る
「
仕

え
る
リ
ー
ダ
ー
」
を
育
成
す
る
必

要
が
強
く
感
じ
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
か
つ
て
ハ

イ
ド
リ
ッ
ヒ
神
父
が
先
進
的
な
専

門
学
校
を
構
想
し
実
現
し
た
よ
う

に
、
創
造
的
な
「
仕
え
る
リ
ー

ダ
ー
」
の
育
成
に
新
し
い
発
想
を

も
っ
て
取
り
組
む
た
め
の
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
源
泉
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

�

学
校
法
人
上
智
学
院
理
事
長
　
佐
久
間
　
勤

佐
久
間
　
勤 

先
生

　

上
智
大
学
神
学
部
教
授
、
イ

エ
ズ
ス
会
司
祭
。
二
〇
一
八

年
四
月 

学
校
法
人
上
智
学
院

理
事
長
就
任

　

社
専
で
は
、
二
〇
〇
一
年
四

月
か
ら
現
在
ま
で
、
非
常
勤

講
師
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
学
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
演
習
等
の

科
目
を
担
当
。
二
〇
一
一
年

四
月
か
ら
二
〇
一
二
年
三
月

ま
で
、
上
智
社
会
福
祉
専
門

学
校
第
九
代
校
長
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2018 年度総会が開催されました

日　時：2018 年 9 月 29 日（土）13 時 00 分～ 17 時 00 分

場　所：上智大学 6 号館　202 室

議　事：�2017 年度活動 ･ 会計決算報告、2018 年度活

動計画・予算案 、役員人事

講演会「社専がつなぐ対人援助」

　第一部　ハビエル・ガラルダ先生 叙勲記念講演

　第二部　卒業生シンポジウム

　　　コメンテーター	 春見 静子　先生

　　　シンポジスト	 高山　親  さん（第 21 期生）

	 川上 英一郎さん（第 21 期生）

	 三浦 和行 会長（第 13 期生）

　　　司会進行	� 渡邊　眞理さん

� （専任教員，第 21 期生）

＊�当日の参加者は約 80 名、終了後に懇親会も開催さ

れました

一　

総
会
の
開
催

日
時
：
九
月
三
十
日
（
土
）
十
二

時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分

場
所
：
上
智
大
学
十
二
号
館 

�

一
〇
二
室

決
議
事
項
：
二
〇
一
六
年
度
活
動
・

会
計
決
算
報
告
、
二
〇
一
七
年
度

活
動
計
画
・
予
算
案
、
役
員
人
事

講
演
会
：
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
保
育
の
展
望
」

座
長　

ハ
ビ
エ
ル
・
ガ
ラ
ル
ダ
先

生 シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

上
原
知
子
さ
ん

（
第
十
五
期
生
）
他
三
名

二　

上
智
大
学
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
未

来
募
金
へ
の
協
力

○ 

本
会
か
ら
の
募
金
額
五
万
円
。

使
途
指
定
「
社
専
の
研
究
紀
要
作

成
」「
社
専
の
実
習
室
・
実
習
備
品

の
充
実
」

（
研
究
紀
要
査
読
者
謝
礼
お
よ
び

保
育
士
科
、
介
護
福
祉
士
科
の
演

習
用
品
に
充
当
さ
れ
た
）

○ 

募
金
趣
意
書
・
募
金
ニ
ュ
ー
ス

等
発
送
の
支
援
（
会
員
情
報
デ
ー

タ
提
供
、
発
送
費
用
の
一
部
負
担
）

○ 

総
会
参
加
者
へ
募
金
の
呼
び
か

け
を
行
い
、
一
二
九
四
九
円
の
募

金
が
あ
っ
た
。

三　

役
員
会
の
開
催

（
場
所
：
上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校

会
議
室
他
）

① 

日
時
：
四
月
二
十
二
日
（
土
）

十
八
時
五
十
分
～

出
席
者
：
九
名

議
題
：
募
金
（
二
〇
一
六
年
度
総

会
参
加
者
）
の
使
途
に
つ
い
て
、 

卒
業
五
十
年
記
念
カ
ー
ド
に
つ
い

て
、 

会
員
情
報
デ
ー
タ
提
供
に
つ

い
て
、 

二
〇
一
七
年
度
総
会
に
つ

い
て
、 

役
員
人
事
に
つ
い
て 

② 

日
時
：
六
月
十
日
（
土
）
十
八

時
三
十
分
～

出
席
者
：
十
一
名

議
題
：
二
〇
一
七
年
度
総
会
に
つ

い
て
、
卒
業
五
十
年
記
念
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
卒
業
生
の
学
内
施
設

利
用
案
内
に
つ
い
て
、
役
員
人
事

に
つ
い
て

③ 

日
時
：
七
月
二
十
二
日
（
土
）

十
八
時
三
十
分
～

出
席
者
：
八
名

議
題
：
二
〇
一
七
年
度
総
会
に
つ

い
て
、
卒
業
五
十
年
記
念
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
役
員
人
事
に
つ
い
て 

④ 

日
時
：
九
月
三
十
日
（
土
）

十
一
時
～　

 

出
席
者
：
十
名

議
題
：
総
会
議
案
に
つ
い
て 

⑤ 

日
時
：
十
二
月
二
日
（
土
）

十
八
時
三
十
分
～　

 

出
席
者
：
十
名

議
題
：
二
〇
一
七
年
度
総
会
の
反

省
、
会
費
免
除
申
請
に
つ
い
て
、 

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
未
来
募
金
の
使
途

に
つ
い
て
、
二
〇
一
八
年
度
事
業

に
つ
い
て 

⑥ 

日
時
：
二
〇
一
八
年
三
月
十
日

（
土
）
十
八
時
五
十
分
～

出
席
者
：
五
名

議
題
：
卒
業
五
十
年
記
念
カ
ー
ド

に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
、 

二
〇
一
八
年
度
総
会
に
つ
い
て

四　

卒
業
五
十
年
の
会
員
に
贈
呈

す
る
祝
状
（
記
念
カ
ー
ド
）
作
成

　

二
〇
一
六
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
。
作
成
し
た
カ
ー
ド
を
、

二
〇
一
八
年
度
か
ら
配
布
で
き
る

見
込
み
と
な
っ
た

五　

ク
ラ
ス
会
等
サ
ポ
ー
ト
事
業

–

利
用
状
況–

○ 

第
十
七
期
生
同
期
会

�

（
二
〇
一
七
年
十
月
）

六　

社
専
ソ
フ
ィ
ア
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
維
持
・
管
理

○ 

社
専
ソ
フ
ィ
ア
会
総
会
の
ペ
ー

ジ
を
更
新
（
作
業
は
社
専
事
務
セ

ン
タ
ー
に
依
頼
）

七　

社
専
だ
よ
り
紙
面
作
製
と
費

用
負
担

○ 

第
五
十
九
、六
十
号
に
総
会
報

告
、
ク
ラ
ス
会
等
サ
ポ
ー
ト
事
業

利
用
報
告
、
社
専
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

等
を
掲
載
し
た

○ 

紙
面
の
印
刷
費
お
よ
び
発
送
費

用
の
一
部
を
本
会
で
負
担
し
た

二
〇
一八
年
度
活
動
計
画

�

（
同
前
）

一　

総
会
の
開
催

日
時
：
二
〇
一
八
年
九
月
二
十
九

日
（
土
）　

十
三
時
～
十
七
時

場
所
：
上
智
大
学
六
号
館 

�

二
〇
二
室

内
容
：
二
〇
一
八
年
度
総
会
、
講

演
会
、
懇
親
会

講
演
会

「
社
専
が
つ
な
ぐ
対
人
援
助
」

第
一
部　

ハ
ビ
エ
ル
・
ガ
ラ
ル
ダ

先
生 

叙
勲
記
念
講
演

第
二
部　

卒
業
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

二　

上
智
大
学
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
未

来
募
金
へ
の
協
力

① 

本
会
か
ら
金
五
万
円
を
募
金
す

る
（
社
専
の
た
め
に
使
用
す
る
よ

う
指
定
す
る
）

② 

前
年
度
ま
で
と
同
様
に
、
会
員

へ
の
周
知
活
動
を
行
う

③ 

総
会
参
加
者
に
向
け
て
募
金
の

呼
び
か
け
を
行
う

三　

会
費
納
入
の
推
進
（
近
年
の

会
費
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る

た
め
、
本
事
業
を
実
施
す
る
）

① 

社
専
だ
よ
り
や
社
専
ソ
フ
ィ
ア

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
会
費
納
入

依
頼
の
文
書
を
掲
載
す
る

② 

総
会
会
場
で
参
加
者
か
ら
の
会

費
納
入
を
受
け
付
け
る

四　

卒
業
後
五
十
年
の
会
員
へ
記

念
カ
ー
ド
の
作
成
・
配
布

�

（
二
〇
一
六
年
度
か
ら
継
続
）

五　

ク
ラ
ス
会
等
サ
ポ
ー
ト
事
業

�

（
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
の
継
続
）

　
　
　
　
　

六　

社
専
ソ
フ
ィ
ア
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
維
持
・
管
理

�

（
二
〇
〇
一
年
度
か
ら
の
継
続
）

七　

社
専
だ
よ
り
紙
面
作
成
の
分

担
、
印
刷
・
郵
送
の
費
用
負
担

　
　
　
　
　

八　

会
員
情
報
の
維
持
・
管
理

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校

ソ
フ
ィ
ア
会

二
〇
一七
年
度
活
動
報
告

�

（
二
〇
一
八
年
度
総
会
承
認
）

社専ソフィア会
事務局 TEL&FAX：03 − 3238 − 3027
E-mail：syasensophiakai@honey.ocn.ne.jp
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第
十
五
期
生 

同
期
会

日
時
：
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
日

　
　
　（
土
）
午
後
二
時
～

場
所
：
四
ツ
谷

　

七
月
十
四
日
（
土
）、
三
十
七
度

と
い
う
猛
暑
の
中
、
上
智
大
学
に

て
十
五
期
生
の
同
期
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ハ
ビ
エ
ル
・
ガ
ラ
ル
ダ
先
生
、

江
藤
久
良
良
先
生
を

お
招
き
し
、
集
ま
っ

た
メ
ン
バ
ー
は
十
三

名
、遠
く
は
種
子
島
、

ま
た
茨
城
・
宮
城
・

群
馬
な
ど
遠
方
か
ら

の
参
加
も
あ
り
ま
し

た
。

　

卒
業
後
三
十
七
年

の
年
月
を
そ
れ
ぞ
れ

語
り
、
様
々
な
苦
難

あ
り
幸
せ
あ
り
そ
し

て
今
が
あ
る
こ
と
を

分
か
ち
合
い
ま
し

た
。「
社
専
で
学
べ

て
良
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
が
相
次
い
で

出
ま
し
た
。
ガ
ラ
ル

ダ
先
生
が
「
社
専
は

あ
な
た
が
た
で
す
」

と
言
わ
れ
た
こ
と

が
、
心
に
沁
み
ま
し

た
。
久
良
良
先
生
か
ら
も
、
こ
れ

か
ら
の
社
専
を
繋
い
で
い
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
、
恩
返

し
の
意
味
で
も
Ｏ
Ｂ
と
し
て
協
力

し
て
い
き
た
い
と
、
気
持
ち
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
は
、
学
校
の
中
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
近
代
化
さ

れ
た
校
舎
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

少
し
社
専
を
感
じ
ら
れ
る
ピ
ア
ノ

室
や
、
全
く
変
わ
り
な
く
そ
の
聖

域
を
維
持
さ
れ
た
ク
ル
ト
ゥ
ル
ハ

イ
ム
を
拝
見
で
き
、
懐
か
し
い
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

�

幹
事
代
表　

上
原 

知
子

上
智
社
会
福
祉
専
門
学
校

ソ
フ
ィ
ア
会　

役
員
人
事

�（
二
〇
一
八
年
度
総
会
承
認
）

○
三
浦
和
行
会
長
（
第
五
代
・

一
九
九
四
年
就
任
）
は
、
今
期

の
任
期
満
了
と
な
る
二
〇
一
八

年
度
末
で
退
任
す
る

○
木
下
裕
支
副
会
長
が
、二
〇
一
九

年
四
月
一
日
付
で
、
第
六
代
会

長
に
就
任
す
る

　

�

※�

三
浦
会
長
、
木
下
新
会
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
次
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
窓
会
費
納
入
の
お
願
い

　

総
会
報
告
で
お
知
ら
せ
し
た
よ

う
に
、
近
年
本
会
の
会
費
収
入
は
、

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

社
専
ソ
フ
ィ
ア
会
は
、
皆
様
か

ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
費
納
入

が
滞
っ
て
い
る
方
、

今
ま
で
一
度
も
会

費
を
払
っ
て
い
な

い
方
へ
、
ま
ず
今

年
度
分
の
お
支
払

い
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

八
月
に
お
送
り

し
た
「
会
費
納
入

用
紙
」
ま
た
は
郵

便
局
に
備
付
の
振

替
用
紙
で
、
下
記

口
座
宛
に
お
支
払

い
下
さ
い
。

会
費
の
支
払
免
除
に
つ
い
て

　

二
〇
一
八
年
九
月
の
「
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
」
で
被
災
さ
れ
た

会
員
の
方
は
、
お
申
し
出
に
よ
り

二
〇
一
八
年
度
分
の
会
費
を
免
除

い
た
し
ま
す
。（
終
身
会
費
積
算
の

際
に
、
お
支
払
い
が
あ
っ
た
も
の

と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
）

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
便
、
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
事

務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

な
お
会
費
免
除
、
お
よ
び
終
身

会
費
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
号
に
同
封
の
「
お
知
ら
せ
」
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ク
ラ
ス
会
等
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
ご

利
用
に
つ
い
て

　

社
専
ソ
フ
ィ
ア
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
、
説
明
書
と
申
込
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
か
ら
の
入
手
が
困
難
な
場
合

は
、
フ
ァ
ク
ス
や
郵
便
で
お
送
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
社

専
ソ
フ
ィ
ア
会
事
務
局
宛
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
未
来
募
金
に
つ
い

て
（
ご
報
告
）

　

今
年
度
事
業
計
画
二-

③
の
通

り
、
九
月
二
十
九
日
の
総
会
会
場

に
募
金
箱
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
募
金
額
は
、
三
〇
六
二
一

円
で
し
た
。
今
後
、
社
専
の
た
め
に

使
用
す
る
よ
う
指
定
し
募
金
す
る

予
定
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

総
会
参
加
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会費年額：2,000 円
口座番号：00150-3-30569
加入者名：上智社会福祉専門学校ソフィア会

上智社会福祉専門学校ソフィア会  2017 年度会計決算報告（単位：円） 2018 年度予算書（単位：円）

収　
　

入

科目 金額 備考
収　
　

入

科目 金額
会費収入  802,000 前年度繰越 107,071
雑収入 30 預金利子 終身会費積立金より繰入 200,000
前年度繰越 292,901 会費収入  1,000,000

合計 1,307,071
合計 1,094,931

支　
　
　
　
　

出

科目 金額 備考

支　
　
　
　
　

出

科目 金額
総会費 501,925 講師謝礼、「総会のお知らせ」印刷・郵送費、懇親会飲食費 総会費 500,000
クラス会等サポート事業 9,204 開催通知郵送費、返信用葉書 SOPHIA 未来募金 50,000
会議費 44,374 役員会交通費 クラス会等サポート事業 30,000
印刷費 75,034 社専だより第 59・60 号 印刷費 300,000
事務消耗品 1,722 封筒、コピー用紙 委託費 30,000
郵送通信費 283,041 電話回線使用料、インターネットプロバイダ契約料、社専だより等郵送費　他 会議費 50,000
委託費 22,560 会員情報データ入力、担当者交通費 郵送通信費 300,000
寄付金 50,000 SOPHIA 未来募金 事務消耗品 20,000
支出合計 987,860 予備費 20,000
次年度繰越 107,071 次年度繰越 7,071
合計 1,094,931 合計 1,307,071

※ 終身会費積立金残高：3,300,000 円

ク
ラ
ス
会
等
サ
ポ
ー
ト

事
業�

ご
利
用
報
告
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新
任
教
員
紹
介

�

伊
藤　

能
之

二
〇
一
七
年
九
月
よ
り
保
育
士

科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
伊
藤
能

之
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
保
育
に

お
け
る
援
助
論
で
す
。
早
い
も
の

で
着
任
以
来
、
ほ
ぼ
一
年
が
た
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
日
々
、
上
智

の
文
化
に
ふ
れ
る
喜
び
に
満
た
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
授
業
に
お

い
て
は
、
学
生
諸
君
と
の
交
わ
り

に
お
い
て
も
刺
激
を
受
け
、
発
見

の
毎
日
で
す
。
実
習
巡
回
で
施
設

等
に
伺
う
と
、
卒
業
生
の
方
が
、

職
員
ま
た
は
施
設
長
と
し
て
勤
務

さ
れ
て
お
り
、
新
任
の
私
も
暖
か

く
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
伝
統

の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
み
な
さ

ん
と
と
も
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
へ

―
第
四
回 

卒
業
レ
ポ
ー
ト

三
科
合
同
発
表
会
の
お
知
ら

せ
―

初
春
の
候
、
上
智
社
会
福
祉
専

門
学
校
の
卒
業
生
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
活
躍
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
が
ご
卒
業

さ
れ
て
か
ら
も
、
多
く
の
後
輩
が

同
じ
志
の
も
と
日
々
勉
学
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
、
保
育
士
科
、

介
護
福
祉
士
科
、
社
会
福
祉
士
・

児
童
指
導
員
科
の
三
科
合
同
で
、

平
成
三
〇
年
度
の
卒
業
レ
ポ
ー
ト

発
表
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
卒
業
生
と
在
校
生
の
各
科
の

垣
根
を
越
え
た
交
流
の
場
に
な
れ

ば
と
思
い
、
こ
の
よ
う
な
発
表
形

態
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

早
四
度
目
の
春
を
迎
え
ま
す
。
当

発
表
会
が
、
卒
業
生
の
皆
様
に

と
っ
て
は
年
に
一
回
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
と
な
り
、
ま
た
在
校

生
に
と
っ
て
は
先
達
か
ら
の
学
び

の
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
後
輩
達
の
二
年
間
及
び
三

年
間
の
努
力
の
結
晶
を
、
温
か
く

見
届
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で

す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
以
下
の
通
り
で
す
。（
予

定
）

開
催
日
：

平
成
三
一
年
二
月
二
三
日（
土
）

時　

間
：

一
三
：
〇
〇 

～ 

髙
山
校
長
挨
拶

一
三
：
一
〇 

～ 

各
科
最
優
秀
者
に
よ
る
発
表

各
一
五
分（
質
疑
応
答
を
含
む
）

一
四
：
一
五 

～

　

三
教
室
に
分
か
れ
分
科
会
開
始

場　

所
：

　
【
全
体
会
】

二
号
館
四
〇
一
教
室

（
全
体
会
終
了
後
、
各
教
室

で
分
科
会
開
始
）

　
【
分
科
会
】

社
会
福
祉
士
・
児
童
指
導
員

科
…
二
号
館
四
〇
二
教
室
、

四
〇
三
教
室
、
四
〇
四
教
室

介
護
福
祉
士
科
…
二
号
館

四
〇
六
教
室
、
四
〇
七
教
室

保
育
士
科
…
二
号
館
四
〇
九

教
室

卒
業
レ
ポ
ー
ト
担
当
教
員

寺
田
（
社
会
福
祉
士
・
児
童

指
導
員
科
）

加
藤
（
介
護
福
祉
士
科
）

折
口
（
保
育
士
科
）

　

会
場
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、

当
日
正
門
に
掲
示
致
し
ま
す
。
案

内
に
沿
っ
て
お
越
し
下
さ
い
。

教
員
リ
レ
ー
コ
ラ
ム 

⑨

実
習
指
導
有
資
格
者
が
学
生
と
関
わ
る
効
果

介
護
福
祉
士
科　

加
藤　

美
智
子

　

平
成
二
四
年
度
か
ら
実
習
指
導
者
資
格
が
、
実
習
施
設
・
事
業
等
（
Ⅰ
）
で
は
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
三
年
以
上
介
護
業
務
に
従
事
し
た
経
験
の
あ
る
者

と
し
、
実
習
施
設
・
事
業
所
（
Ⅱ
）
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
と
し
て
三
年
以
上
の
実
務

に
従
事
し
、
尚
且
つ
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
過
程
を
終
了
し
た
者
が
臨
床
指
導

者
に
成
り
得
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
要
す
る
に
実
習
指
導
者
講
習
会
を
修
了
し
て
い

な
け
れ
ば
、
実
習
施
設
・
事
業
所
（
Ⅱ
）
で
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
と
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

講
習
内
容
は
合
計
二
五
時
間
で
、
①
介
護
の
基
本
、
②
実
習
指
導
の
理
論
と
実
際
、

③
介
護
過
程
の
理
論
と
指
導
方
法
、
④
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
意
義
と
活
用
及
び
学
生

理
解
、
⑤
実
習
指
導
の
方
法
と
展
開
、
⑥
実
習
指
導
に
お
け
る
課
題
へ
の
対
応
、
⑦
実

習
指
導
者
に
対
す
る
期
待
の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
習
指
導
者
に
必
要
な
知
識
と

技
術
さ
ら
に
臨
地
実
習
に
お
け
る
教
育
方
法
を
学
び
、
学
生
に
対
し
て
効
果
的
な
実
習

が
行
え
る
よ
う
に
指
導
す
る
講
習
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
習
指
導
者
資
格
が
あ
る
の
と
な
い
の
と
で
比
較
検
討
し
て
み
ま
す
。
二
〇
〇
八
年

度
の
夏
に
初
め
て
実
習
巡
回
指
導
に
行
き
非
常
に
驚
い
た
こ
と
が
多
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
例
え
ば
、
介
護
の
実
習
生
は
「
食
事
・
排
泄
・
入
浴
介
助
が
介
護
の
三
大
介
護
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
介
護
は
こ
れ
が
で
き
て
な
ん
ぼ
だ
、
排
泄
介
助
を
や
っ
て
！
、
食
事

介
助
を
し
て
！
（
第
一
段
階
）」
等
、
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
困
難
で
あ
る
指
導
で
あ

り
ま
し
た
。
排
泄
介
助
で
も
食
事
介
助
で
も
入
浴
介
助
で
も
多
く
の
身
体
的
援
助
は
利

用
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
を
理
解
し
な
い
と
介
護
事
故
の
元
に
成
り
え
ま
す
。
ま
た
、

学
生
は
段
階
的
に
身
体
的
援
助
を
広
げ
て
い
く
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
の
主
体
性
が
感
じ
ら
れ
ず
、
目
標
を
掲
げ
て
実
習
に
行
っ
て
も
目

標
の
達
成
所
で
は
無
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
続
け
ま
し
た
。
一
方
学
生
側
か
ら
み
る
と

い
く
ら
目
標
を
持
っ
て
い
っ
て
も
目
標
を
言
う
場
所
も
な
く
、
目
標
を
聞
い
て
く
れ
る

こ
と
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
学
生
の
主
体
性
と
は
何
ぞ
や
！
学
生
の
実
習

目
標
と
は
何
ぞ
や
！
と
形
だ
け
を
整
え
て
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
当
初
は
自
問
自
答

し
た
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
実
習
指
導
者
講
習
会
修
了
後
の
指
導
者
は
、
学
生
と
の
関
わ
り
方
が
全
く

違
う
も
の
と
な
り
、
今
ま
で
学
校
側
で
形
だ
け
で
も
行
っ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
こ
れ

で
も
良
か
っ
た
と
思
え
る
出
来
事
も
数
多
く
出
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
朝
学
生
に
一

日
の
目
標
を
発
表
さ
せ
る
、
そ
の
目
標
に
沿
っ
た
指
導
を
指
導
者
が
行
っ
て
く
れ
る
、

な
ぜ
こ
の
利
用
者
に
こ
の
よ
う
な
移
乗
を
行
う
の
か
根
拠
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
、
実

習
終
了
後
、
そ
の
日
の
内
に
今
日
の
疑
問
点
は
何
か
あ
る
か
等
の
時
間
を
作
っ
て
貰
っ

た
り
、
学
生
主
体
の
実
習
を
し
て
い
る
こ
と
の
実
感
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
受
け
る
施
設
側
で
は
ど
の
よ
う
な
意
識
で
学
生
を
迎
え
て
い
た
の
か
を
宮
下

史
惠
・
近
藤
亜
弥
氏
の
論
文
で
あ
る
「
介
護
福
祉
士
養
成
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
伴
う
指

導
教
育
に
関
す
る
研
究
」
P
五
か
ら
引
用
し
ま
す
。
指
導
者
講
習
を
受
け
る
前
で
は

養
成
校
学
生
に
対
し
て
適
し
た
実
習
指
導
の
内
容
で
あ
っ
た
と
思
う
か
に
対
し
て
、「
①

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
う
四
六
・
七
％
。
②
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
そ
う
思
わ
な
い

二
〇
％
、
③
普
通
二
〇
％
、
④
非
常
に
そ
う
思
う
一
三
・
三
％
」
で
あ
っ
た
と
報
告
が

さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
六
割
の
指
導
者
が
適
し
た
指
導
内
容
で
あ
っ
た
と
も
言
え

る
が
、
残
り
四
割
は
適
さ
な
い
指
導
で
あ
っ
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
要
す
る

に
こ
の
差
が
、課
題
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
訳
で
す
。
今
日
、実
習
施
設
・
事
業
所
（
Ⅱ
）

の
指
導
者
は
実
習
指
導
者
講
習
が
修
了
し
た
資
格
者
が
学
生
指
導
に
従
事
し
、
か
な

り
の
部
分
で
こ
の
差
を
補
う
実
習
内
容
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
状
況
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
別
の
視
点
で
見
る
と
実
習
指
導
者
講
習
を
修
了
し
た
職
員
ば
か
り
が
毎
日
学
生

指
導
に
当
た
る
訳
で
は
な
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
学
生
指
導

を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
職
員
に
な
る
と
中
々
学
生
指
導
が
行
き
届
か
な
い
こ
と
も

度
々
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

介
護
業
界
の
人
手
不
足
の
現
実
は
い
ま
だ
回
避
で
き
な
い
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、

実
習
指
導
者
講
習
が
定
着
し
て
き
た
ら
、
さ
ら
に
臨
床
の
場
に
い
て
も
介
護
教
員
等
の

資
格
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
臨
床
の
場
に
介
護
教
員
の
有
資
格
者
が
揃
え
ば
、

さ
ら
に
職
員
の
卒
後
研
修
に
一
翼
を
担
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
し
、
学
生
達
に
も
十
分

な
指
導
を
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
得
ま
す
。
何
よ
り
も
施
設
内
教
育
を
十
分
に
行
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
利
用
者
満
足
、
職
員
満
足
、
さ
ら
に
学
生
満
足
が
得
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

通
常
の
授
業
内
容
・
時
間
数
（
学
校
教
育
）
は
、
実
習
指
導
者
講
習
の
内
容
を
ほ
ぼ

含
ん
で
お
り
、
二
五
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
学
び
を
し
て
い
ま
す
。
介
護
過
程
は

二
〇
〇
九
年
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
定
に
伴
い
一
五
〇
時
間
で
あ
り
、
全
く
実
習
指
導

者
講
習
と
は
比
較
が
で
き
な
い
時
間
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
実
習
指
導
者

講
習
の
一
部
で
あ
る
「
実
習
指
導
の
方
法
と
展
開
」
の
学
び
は
養
成
校
の
学
生
に
と
っ

て
は
馴
染
み
が
薄
く
、
実
習
指
導
さ
れ
る
側
で
あ
り
ま
す
。
学
生
に
ど
の
よ
う
な
実
習

指
導
の
方
法
を
お
こ
な
え
ば
良
い
の
か
と
い
う
視
点
で
は
な
い
の
で
、
今
後
学
ぶ
べ
き

課
題
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
二
〇
〇
九
年
以
前
の
養
成
校
で
学
ん

だ
介
護
福
祉
士
と
は
区
別
し
て
、
講
習
会
を
行
っ
て
も
良
い
と
い
う
考
え
も
成
り
立
ち

ま
す
。

　

一
番
大
切
な
こ
と
は
臨
床
と
教
育
の
場
と
の
連
携
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
実
習
前
に
教
育
方
針
を
明
ら
か
に
し
、
十
分
に
施
設
側
に
方
針
を
伝
え
て
お
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。
臨
床
の
場
と
し
て
の
施
設
の
方
針
を
学
校
教
育
側
も
理
解
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
の
方
針
が
沿
わ
な
い
場
合
に
は
学
生
に
対
し
て
実
習

効
果
が
薄
い
も
の
と
な
り
得
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
溝
が
あ
る
場
合
に
は
、何
が
問
題
（
課

題
）
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
対
処
後
に
実
習
生
と
し
て
送
り
出
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。
実
習
開
始
後
に
問
題
が
生
じ
た
ら
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
何
が
問
題
で
あ
っ
た
の
か
、

そ
の
問
題
の
改
善
点
・
解
決
方
法
等
を
考
え
さ
せ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
校
側
と
し
て
も
個
別
の
学
生
対
応
に
は
巡
回
回
数
を
増
や
し
た
り
、
臨
床
の
指

導
者
と
は
電
話
等
で
報
告
し
あ
い
、
連
携
を
取
る
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

教
育
と
言
う
と
通
常
学
校
教
育
の
場
が
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
専
門
職

は
臨
床
で
の
実
習
時
間
を
含
ん
で
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
臨
床
で
の
実

習
は
紛
れ
も
な
く
教
育
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
臨
床
の
場

に
お
け
る
職
員
全
て
の
人
々
が
、
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
人
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

自
分
た
ち
の
後
輩
の
指
導
を
し
て
い
る
、
将
来
の
専
門
職
を
自
分
た
ち
も
育
て
て
い
る

と
い
う
自
覚
を
持
て
れ
ば
、
自
ず
と
プ
ラ
イ
ド
も
持
て
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

無
論
、
介
護
の
現
状
は
人
数
的
に
も
非
常
に
厳
し
い
現
実
が
続
き
、
通
常
業
務
を
こ
な

し
な
が
ら
、
学
生
指
導
を
す
る
の
は
時
間
的
に
も
厳
し
さ
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
現
状
で
も
教
育
的
関
わ
り
を
持
っ
て
の
対
応
で
あ
れ
ば
、
学
生
自
身
も
十
分
に

感
じ
入
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
質
の
高
い
介
護
福
祉
士
養
成
の
た
め
に
臨
床
と
教
育
の
場
と
連
携
を
よ
り

深
め
な
が
ら
社
会
が
求
め
る
介
護
福
祉
士
像
を
追
い
求
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


